
商工業
明治初期より続くものづくりの歴史と、地域経済活性化のあゆみ

　明治11（1878）年に第一国立銀行盛岡支店が岩手県初の銀行
として開業。その後、明治29（1896）年に商業銀行として盛岡銀
行が創設され、明治32（1899）年から岩手県の公金取扱いを開
始した。なお、本店として建設された建物は、岩手銀行赤レンガ
館である。
　昭和28年（1953）年の商工会議所法及び昭和35（1960）年の
商工会法の施行に前後して、各市町村において商工会議所や商
工会が発足すると地域の商工業の発展に寄与してきた。

❶  岩手の商業
　県南部の北上川流域地域では、高速交通の整備に伴い、昭和
62（1987）年の「北上川流域テクノポリス計画」、平成５（1993）
年の「北上中部地方拠点都市地域基本計画」などが進められ、
工業団地や工業用水、教育研究機関の整備などに取り組んでき
た。現在では、自動車・半導体・医療機器関連産業などの集積や
新たな技術を拓く人材の確保・育成などの取り組みが進められて
いる。

❸  北上川流域の開発
　安政4（1857）年、大島高任の日本初の洋式高炉建設により、
近代製鉄産業は釜石の地で産声を上げた。明治13（1880）年に
は官営釜石製鉄所が操業を開始、民営として再興を経て、昭和
9年（1934）に日本製鉄となった。釜石は製鉄の町として大きく
発展。昭和35（1960）年には従業員8,000人を有する大工場で
あったが、鉄鋼不況以降は人員削減や合理化が進められ、平成元
（1989）年には第1高炉が休止。現在、釜石製鉄所は線材工場と
して操業している。

❷  製鉄の歴史

❶ ❸

❷

年
　
表

明治11（1878）年 第一国立銀行盛岡支店開業
明治13（1880）年 官営釜石製鉄所第１高炉が操業
明治24（1891）年 小岩井農場開設
明治29（1896）年 盛岡銀行創設
明治31（1898）年 川村徳助商店が川徳呉服店と改名（現 川徳）
明治36（1903）年 岩手県酒造組合創設
大正  3（1914）年 松尾鉱山創業
昭和初期 肴町商店街七夕まつり開催
昭和  7（1932）年 岩手殖産銀行設立（昭和35年岩手銀行と改称）
昭和13（1938）年 新岩手日報（現 岩手日報）創刊
昭和33（1958）年 NHK盛岡放送局テレビ開局
昭和41（1966）年 松川地熱発電所が日本初の商業地熱発電所として運転開始
昭和47（1972）年 松尾鉱山閉鎖
昭和56（1981）年 盛岡ターミナルビル開業
昭和60（1985）年 岩手産業文化センター（大規模催事施設）開館
平成 元（1989）年 新日本製鐵釜石製鐵所第１高炉休止
平成  5（1993）年 久慈国家石油備蓄基地完成
平成10（1998）年 東京・銀座にいわて銀河プラザ（アンテナショップ）開所
平成16（2004）年 第42回技能五輪全国大会開催
平成17（2005）年 岩手県中国大連事務所開所
平成18（2006）年 いわて県民情報交流センター「アイーナ」開館
平成22（2010）年 上海国際博覧会で巨大な南部鉄瓶の展示
令和  4（2022）年 盛岡バスセンターリニューアルオープン

説明文や年表に記載の日時と掲載画像の撮影時期は異なるものがあります。
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岩手銀行赤レンガ竣工時 提供：岩手銀行岩手銀行赤レンガ竣工時 提供：岩手銀行 北上工業団地（令和4年）北上工業団地（令和4年）

官営釜石製鉄所が創業を開始 鉄の歴史館 提供官営釜石製鉄所が創業を開始 鉄の歴史館 提供

提供：小岩井農場提供：小岩井農場

昭和37年の様子

提供：もりおか歴史文化館提供：もりおか歴史文化館

大正時代初期の様子

提供：川徳提供：川徳


